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L

･

ヽ
l
r
･
L
▲
丁

議
案
第
五
十
四
号

専
決
　
処
分
　
に
　
つ
　
い
　
て

地
方
自
治
酪
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
別
舵
の
と
お

り
専
決
処
分
を
し
た
の
で
､
同
法
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
'
こ
れ
を
本
盛
会
に
報
告
し
て
東
諸
を
求
め
る
｡

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
七
日

三

朝

町

長

安

田

兵

一

郎

莞
穴
槍
参
畢
冒
せ
七
日
†
卑
･
東
泉
私

三
朝
町
敬
各
級
長
安
井
由
緒



寄
決
第

号

_

　

　

　

　

C

一

･

､

■
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■

専

決

処

分

書

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
警
ハ
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
第
完
の
規
定
に
よ
｡
'
三
朝
町
税
条

例
ゐ
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
専
決
処
分
す
る
.

昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
1
日

三

靭

町

長

　

安

　

田

　

真

　

1

　

郎



′

　

▲

　

"

I

J
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一

　

L

'

三
朝
町
条
例
第
十
九
　
号

●

三
朝
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
税
条
例
(
暗
和
四
十
五
賢
二
朝
町
条
例
第
十
八
号
)
の
1
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
三
十
六
条
の
こ
第
1
項
中
｢
有
し
な
か
っ
た
も
の
　
(
｣
の
下
に
｢
公
的
年
食
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得

を
有
し
な
か
つ
た
者
で
社
会
保
険
料
控
除
額
(
令
第
四
十
八
条
の
九
の
享
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
｡
)
､
小

規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
額
､
生
命
保
険
料
控
除
額
'
寡
婦
(
寡
夫
)
控
除
額
'
勤
労
学
生
控
除
額
､
配
偶

者
特
別
控
除
額
若
し
く
は
法
璽
二
百
十
四
条
の
二
萌
四
境
に
規
定
す
る
扶
養
控
除
額
の
控
除
又
は
こ
れ
.
ち
と
併

せ
て
雑
損
控
除
額
若
し
く
は
医
療
費
控
除
額
の
控
除
､
法
第
三
百
十
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
純
損
失
の
金
額

の
控
除
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
､
規
定
す
る
純
損
失
若
し
く
は
維
損
失
の
金
額
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
も

の
を
除
く
｡
｣
を
加
え
､
同
条
第
四
項
中
｢
前
痕
｣
を
｢
第
二
項
又
は
前
項
｣
に
改
め
る
｡

第
六
十
七
条
第
三
項
軒
｢
二
千
四
百
円
以
下
｣
を
｢
四
千
円
未
満
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
集
中
｢
又
は
竺
二
十
八
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
｣
を
｢
'
第
三
十
八
粂
第
五
項
考
し
く
は
第

六
項
叉
は
第
三
十
九
条
第
四
項
L
 
L
i
.
｢
若
し
く
は
第
三
十
八
乗
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
｣
を
｢
'
弟
三
十

八
条
第
五
項
準
し
く
は
第
六
項
若
し
く
は
第
三
十
九
条
第
四
昇
｣
旺
改
め
る
｡

附
則
第
十
｢
条
の
臥
出
し
申
｢
略
空
ハ
十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
を
蒜
和
六
十
三
各
度
か
ら
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昭
和
六
十
五
年
度
ま
で
｣
　
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
二
条
(
見
出
し
を
含
む
｡
)
中
｢
昭
和
六
十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
を
｢
暗
和
六
十

三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
五
年
度
ま
で
｣
　
に
改
め
,
 
'
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡
′

附
則
第
十
三
条
(
見
出
七
を
含
む
｡
)
中
｢
昭
和
六
十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
を
｢
昭
和
六
十

三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
五
年
度
ま
で
｣
に
改
め
､
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡
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附
則
第
十
五
集
中
｢
若
し
く
は
第
二
項
叉
は
窮
三
十
八
条
第
八
項
｣
を
｢
'
濁
二
項
'
第
三
項
若
し
く
は
第

四
項
若
し
く
は
第
l
言
八
条
第
八
項
又
､
は
第
三
十
九
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
｣
に
'
､
｢
若
し
く
は
竺
二
十

八
各
第
八
項
｣
を
｢
･
第
三
十
八
条
第
八
項
若
し
く
は
聖
二
十
九
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
五
条
の
こ
竺
項
申
｢
昭
和
六
十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
を
｢
昭
空
ハ
十
三
年
度
か

t

p

暗

和

六

十

五

年

度

ま

で

｣

に

改

め

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

附
則
第
十
六
条
の
こ
第
-
項
及
び
第
二
項
中
｢
好
和
六
十
三
年
三
月
三
十
盲
｣
を
｢
昭
和
六
十
四
年
三
月

三
十
l
日
｣
　
に
改
め
る
｡



附
　
則
′

(
施
行
期
日
)

窮
一
条
　
こ
の
条
例
は
･
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
町
民
税
に
関
す
る
経
過
僧
置
)

警
妄
･
改
正
後
の
三
朝
町
税
条
例
(
以
下
｢
新
条
例
｣
と
い
う
｡
)
第
三
十
六
条
の
こ
竺
項
の
規
恵
は
､
昭

和
六
十
四
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
･
這
和
六
十
三
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
町

民
税
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
ょ
る
｡

(
固
定
資
産
税
に
関
す
る
経
過
措
置
)

牽
二
条
　
新
条
例
の
規
定
中
固
定
資
産
税
t
i
的
す
る
規
定
は
､
昭
和
六
十
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
重
税

に
つ
い
て
適
用
し
､
略
和
布
十
二
年
度
分
ま
で
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

r
N
　
昭
和
六
十
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
｡
,
新
条
例
第
七
十
完
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
'
同
条
中

三

月

三

十

二

日

｣

と

あ

る

の

は

'

｢

四

月

三

十

日

｣

と

す

る

｡

(
椿
別
土
地
保
有
税
に
関
す
る
経
.
過
措
置
)
.

第
四
条
　
新
条
例
附
則
第
十
五
条
の
こ
の
洩
定
は
､
由
和
六
十
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の
土
地
に
対
し
て
課
す
る

･
特
例
土
地
保
有
税
に
つ
い
て
適
用
し
･
昭
和
六
十
二
年
度
分
ま
で
の
土
地
荒
し
て
森
す
る
特
別
土
地
保
有
税

に
つ
い
て
は
'
な
.
お
従
前
の
例
に
ょ
る
｡
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